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図1：脳卒中の死亡率

＜男性＞ ※人口10万人に対し、脳卒中による死亡件数が何件発生したかを表しています。

図4：脳梗塞の原因

図2：脳卒中の様々な症状

図5：一過性脳虚血発作（ＴＩＡ）

図3：脳卒中の分類

＜女性＞

●脳梗塞と同様の症状が短時間（通常は10分以内）続いて、自然に消失する
●本格的な脳梗塞の前兆となる
●ＴＩＡを起こすと3か月以内に10～15％が脳梗塞を発症するが、その半数が48時間以内である

片側の顔面と手足が
動かない・しびれる

片目が見えない
物が二重に見える

言葉が出ない
ろれつが回らない
人の話が理解できない

すぐに
　おさまったので

すが…

脳
卒
中
と
は
？

　
脳
卒
中
と
は
脳
の
血
管
に
起
こ
る
病
気

で
、
脳
の
血
管
が
急
に
破
れ
た
り
、
詰

ま
っ
た
り
し
て
脳
の
血
液
の
流
れ
に
障
害

を
き
た
し
、
様
々
な
症
状
を
起
こ
す
病
気

で
す
〔
図
2
〕。
突
然
病
気
に
な
る
こ
と

が
脳
卒
中
の
特
徴
で
あ
り
、「
卒
然
（
突

然
）
と
し
て
中
（
あ
た
）
る
」
こ
と
か
ら
脳

卒
中
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
に
は
血
管
が
詰
ま
る
タ
イ
プ
の

「
脳
梗
塞
」
と
、
血
管
が
破
れ
る
タ
イ
プ

の
「
脳
出
血
」
と
「
く
も
膜
下
出
血
」
が
あ

り
、
そ
の
割
合
は
脳
梗
塞
が
7
割
、
脳
出

血
が
2
割
、
く
も
膜
下
出
血
が
1
割
で
す

〔
図
3
〕。

　
今
回
は
、
最
も
多
い
脳
梗
塞
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

い
ま
い

あ
き
ら

特　集

栃
木
県
の
平
均
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

栃
木
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の
平
均
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命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

脳
卒
中
死
亡
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て

今
井
　
　
明

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
長
　
神
経
内
科

ラクナ梗塞 アテローム血栓性脳梗塞

一過性脳虚血発作：ＴＩＡ（Transient Ischemic Attack）
トランジェント　　　　　 イスケミック　　　　　 アタックい っ か せ い の う き ょ け つ ほ っ さ

最大の要因は動脈硬化
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脳
梗
塞
と
は
？

　
脳
梗
塞
と
は
、
脳
の
血
管
が
血
栓
（
血

の
塊
）
に
よ
っ
て
詰
ま
り
、
そ
の
先
の
脳

細
胞
に
血
流
が
行
き
渡
ら
ず
、 

酸
素
や
栄

養
分
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

で
、
障
害
が
生
じ
る
病
気
で
す
。

　
脳
梗
塞
に
は
3
種
類
の
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
動
脈
硬
化
が
原
因
で
あ
る
「
ラ
ク

ナ
梗
塞
」
と
「
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗

塞
」
お
よ
び
心
房
細
動
に
代
表
さ
れ
る
心

疾
患
を
原
因
と
す
る
「
心
原
性
脳
塞
栓
症
」

が
あ
り
ま
す
〔
図
4
〕。

一
過
性
脳
虚
血
発
作
（
Ｔ
Ｉ
Ａ
）
と
は

　
急
性
心
筋
梗
塞
の
前
触
れ
で
あ
る
狭
心

症
と
同
様
に
、
脳
梗
塞
も
前
触
れ
の
発
作

と
し
て
一
過
性
脳
虚
血
発
作
（
Ｔ
Ｉ
Ａ
）

が
あ
り
ま
す
〔
図
5
〕 

。
こ
の
段
階
で
は

神
経
症
状
は
自
然
に
治
癒
し
後
遺
症
は
な

く
、
予
防
対
策
を
開
始
す
れ
ば
、
脳
梗
塞

に
な
ら
ず
に
す
み
ま
す
。

　
最
近
は
急
性
脳
血
管
症
候
群
（
Ａ
Ｃ
Ｖ

Ｓ
）
と
い
っ
て
一
過
性
脳
虚
血
発
作
と
脳

梗
塞
を
同
じ
病
気
と
考
え
、
同
じ
よ
う
に

治
療
す
る
の
が
、
最
新
の
脳
卒
中
診
療
で

す
。

は
じ
め
に

　
栃
木
県
の
医
療
上
の
問
題
点
の
一
つ
と

し
て
、
死
亡
率
の
高
さ
、
特
に
脳
卒
中
の

死
亡
率
の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
栃
木
県
は
、
脳
卒
中
死
亡
率
が
1
9
8
0

年
か
ら
1
9
9
0
年
ま
で
、
男
女
共
に
全

国
で
最
も
高
く
、
そ
の
後
も
2
0
1
0
年

ま
で
、
男
性
は
常
に
下
か
ら
4
位
以
内
、

女
性
は
常
に
下
か
ら
2
位
以
内
で
す
〔
図

1
〕。 

　

　
2
0
1
0
年
の
栃
木
県
の
平
均
寿
命

は
、
男
性
が
79.1
歳
で
全
国
で
10
番
目
、
女

性
が
85.7
歳
で
全
国
で
2
番
目
に
短
い
年
齢

と
な
っ
て
い
ま
す
。
栃
木
県
の
平
均
寿
命

を
延
ば
す
た
め
に
は
、
全
国
で
も
死
亡
率

の
高
い
脳
卒
中
対
策
が
有
用
と
以
前
か
ら

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
脳

卒
中
と
い
う
病
気
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

脳の中の細い血管が
狭くなって血管が詰
まる

脳の中の比較的太い動脈の
内腔が狭くなり、そこに血
栓が付着し、血管が詰まる

高血圧・喫煙
糖尿病・脂質異常症

脳卒中

一過性脳虚血発作

脳梗塞
脳出血

くも膜下出血

・ラクナ梗塞
・アテローム血栓性脳梗塞
・心原性脳塞栓症

血管が詰まる
タイプ

血管が破れる
タイプ

脳卒中の
割合

脳梗塞  7割

くも膜下出血

1割

2割

脳出血

・ろれつが回らない

・記憶がとんでいる

・人の話していることが一時的に理解できない

・足がもつれて歩けない

・歩いていると左右どちらかに傾いてしまう

・めまいがして、まっすぐ歩けない

・気持ち悪くなる、冷や汗が出る

・意識が遠のいたり、反応が鈍いことがある

・左右どちらかに良くぶつかる、けがをする

・物が二重に見える

・視界が狭く見えにくい

・食べ物が口から無意識にこぼれる

・急に飲み込みにくくなった

・顔、体の片側がしびれる

・手足の力が入りにくい

それは
脳梗塞の
警告発作です

脳梗塞の割合が
最も高いです

心原性脳塞栓症

心臓でできた血栓が血管内を流れてきて、脳の血管が細く
なったところで流れをせき止めてしまうために血管が詰まる

最大の要因は不整脈など心疾患
心房細動・心筋症
心臓弁膜症

洞不全症候群
どうふぜんしょうこうぐん

い
っ
か
せ
い
の
う
き
ょ
け
つ
ほ
っ
さ
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図9：脳卒中予防10か条 図7：再開した脳血流

図8：脳卒中の後遺症

図6：血栓溶解療法

治療前 治療後
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脳
梗
塞
の
治
療
と
は
？

　
脳
細
胞
は
、
血
液
が
3
〜
6
時
間
ぐ
ら

い
行
き
渡
ら
な
く
な
る
と
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
機
能
の
回
復
が
困
難
に
な
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
早
く
脳
血
流
を
再
開
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
、
脳
梗
塞
周
辺
の
脳
血
流
が
低
下

し
て
い
る
脳
組
織
を
守
っ
た
り
、
脳
血
流

を
増
加
さ
せ
る
薬
剤
、
血
栓
を
大
き
く
し

な
い
薬
剤
な
ど
を
使
用
し
た
り
し
て
、
脳

梗
塞
の
大
き
さ
が
広
が
る
こ
と
を
防
い
で

き
ま
し
た
。

　
2
0
0
5
年
よ
り
我
が
国
で
も
、
脳
血

管
に
詰
ま
っ
た
血
栓
を
溶
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
脳
血
流
を
再
開
さ
せ
る
、「
ｒ
ｔ-

Ｐ
Ａ
」
と
い
う
薬
剤
に
よ
る
血
栓
溶
解
療

法
が
、
発
症
3
時
間
以
内
の
場
合
に
限
っ

て
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
〔
図
6
〕。

残
念
な
が
ら
発
症
3
時
間
以
内
に
治
療

を
行
え
る
患
者
さ
ま
は
少
な
い
た
め
、

2
0
1
3
年
よ
り
、
治
療
可
能
な
時
間

が
4.5
時
間
に
延
び
ま
し
た
。
血
栓
溶
解

療
法
は
、
強
力
な
薬
剤
を
使
用
す
る
た
め
、

脳
出
血
の
危
険
性
も
高
く
、
使
用
す
る
患

者
さ
ま
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
治
療
が
順
調
に
進
め
ば
、
図
7
の

脳
血
管
撮
影
の
よ
う
に
脳
血
流
が
再
開
し

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
脳
梗
塞
の
患
者

さ
ま
は
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
多
い
の
が

現
状
で
す
〔
図
8
〕。

脳
梗
塞
を
予
防
す
る
に
は
？

　
脳
梗
塞
は
脳
卒
中
協
会
が
提
唱
す
る
脳

卒
中
予
防
10
か
条
（
番
外
編
を
含
む
）
を

実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
症
と
再
発

が
予
防
で
き
ま
す
〔
図
9
〕。
脳
梗
塞
の

発
症
予
防
と
し
て
、
高
血
圧
治
療
に
は
降

圧
薬
を
、
糖
尿
病
と
脂
質
異
常
症
に
は
治

療
薬
の
服
用
を
、
食
事
療
法
と
併
用
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
抗
血
小
板
薬
※
1

は
ラ
ク
ナ
梗
塞
と
ア

テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
の
再
発
予
防
に

用
い
ら
れ
ま
す
。
抗
凝
固
薬
※
2

は
心
原

性
脳
塞
栓
症
の
発
症
と
再
発
予
防
に
用
い

ら
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
院
を
含
め
た
脳
卒
中
専
門
医
療
機
関

の
役
割
は
主
に
、
脳
卒
中
に
な
っ
た
と
き

の
治
療
お
よ
び
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
特
殊

検
査
を
行
い
、
適
切
な
再
発
予
防
方
法
を

決
め
る
こ
と
で
す
。

　
当
院
で
は
、
2
0
1
3
年
4
月
に
脳
卒

中
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
専
門
医
療
機
関

と
し
て
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
脳
梗
塞
を
含
む
、
脳
卒
中
の
発
症
と
再

発
の
予
防
は
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
定
期
的
な

診
療
が
重
要
で
す
。
従
っ
て
、
か
か
り
つ

け
医
を
お
持
ち
に
な
り
、
2
〜
4
週
間
の

間
隔
で
診
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

手
始
め
に

高
血
圧
か
ら

治
し
ま
し
ょ
う

不
整
脈

見
つ
か
り
次
第

す
ぐ
受
診

ア
ル
コ
ー
ル

控
え
め
は
薬

過
ぎ
れ
ば
毒

お
食
事
の

塩
分
・
脂
肪

控
え
め
に

万
病
の

引
き
金
に
な
る

太
り
す
ぎ

お
薬
は

勝
手
に
や
め
ず
に

相
談
を

糖
尿
病

放
っ
て
お
い
た
ら

悔
い
残
る

予
防
に
は

タ
バ
コ
を
止
め
る

意
志
を
持
て

高
す
ぎ
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も

見
逃
す
な

体
力
に

合
っ
た
運
動

続
け
よ
う

脳
卒
中

起
き
た
ら
す
ぐ
に

病
院
へ脳卒中は

予防できる
病気です

番
外
編

※
1
抗
血
小
板
薬
と
は
、
血
栓
が
で
き
る
原
因
と

な
る
血
小
板
の
働
き
を
抑
え
る
も
の
で
す
。

※
2

抗
凝
固
薬
と
は
、
フ
ィ
ブ
リ
ン
（
血
液
を
固

ま
ら
せ
る
た
ん
ぱ
く
質
の
一
種
）
の
働
き
を

抑
え
る
も
の
で
す
。

こ
う
け
っ
し
ょ
う
ば
ん
や
く

こ
う
ぎ
ょ
う
こ
や
く

ア
ー
ル
テ
ィ
ー

ピ
ー
エ
ー


